
　 永 禄 ３  （
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）  年 、  戦 国

武 将 ・ 三 好 長 慶 は 芥 川 山 城（ 高 槻 市 ）  か ら 飯 盛 城 に 居 城 を移 し ま す 。  長 慶 は 天

文

2 2（
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）
年
に 足 利 将 軍 を 追 放 し 、

戦 国 時 代 で 初 め て 当 時 の  「 天 下 」で あ る 京 都 を 支 配 し 、  名 実 と もに 天 下 人 と な り ま し た 。  長 慶 の権 力 は 最 盛 期 に は 四 国 、  瀬 戸 内海 、  日 本 海 に ま で 及 び ま し た 。ま た 、  強 力 な リ ー ダ ー シ ッ プ のも と 、  先 進 的 な 施 策 を 打 ち 出し 、  飯 盛 城 は 政 治  ・  文 化 の 中 心地 に な り ま し た 。

1 5 2 2- 1 5 6 4

飯 盛
History To you 歴 史 を あ な た へ

　 飯 盛 城 の 往 時 の 姿 は 山 頂 に 残さ れ た 城 郭 遺 構 か ら う か が う こと が で き ま す 。  東 西 約

4 0 0

ｍ 、

南 北 約

7 0 0

ｍ に わ た る 城 域 に

は 石 垣 や 曲 輪 な ど の 城 郭 遺 構 が良 好 な 状 態 で 残 さ れ て  い ま す 。　 国 史 跡 指 定 を め ざ し て 実 施 した 総 合 調 査 で は 、  城 域 全 体 に 石垣 が 取 り 入 れ ら れ て い た こ と が明 ら か に な り 、  発 掘 調 査 に よ って 建 物 の 柱 を 支 え る 礎 石 が 発 見

さ れ 瓦 が 出 土 し ま し た 。  こ の 調査 成 果 か ら 、  織 田 信 長 に よ っ て完 成 さ れ る 高 石 垣 や 天 守 を 備 えた  「 織 豊 系 城 郭 」  に 先 行 し て 、  石垣  ・  礎 石 建 物  ・  瓦 の ３ つ の 要 素を 取 り 入 れ た 城 郭 で あ る こ と が明 ら か に な り ま し た 。
戦 国 時 代 の 築 城 技 術 を 伝

え る 貴 重 な 遺 跡 と し て の 歴史 的 価 値 が 認 め ら れ 、  令 和 ３（
2 0 2 1

）
年
に 国 史 跡 に 指 定

さ れ ま し た 。

　 飯 盛 城 は 、  大 東 市 と 四 條 畷市 に ま た が る 標 高 約

3 1 4

ｍ

の 飯 盛 山 の 山 頂 に 築 か れ た 、西 日 本 で も 有 数 の 規 模 を 誇 る戦 国 時 代 末 期 の 山 城 で す 。  享

禄 ３

（
1 5 3 0

）  年 に 木 沢 長 政

の 居 城 と し て 文 献 上 初 め て 登場 し ま す 。  京 都  ・  奈 良 と 当 時 の大 都 市 堺 を 結 ぶ 交 通 の 要 衝 に立 地 す る こ と か ら 、  畿 内 支 配 の拠 点 と し て 重 要 視 さ れ ま し た 。

歴 史 が 満 ち る

戦 国 の 飯 盛 城

三 好 長 慶 と 飯 盛 城

現 代 に 残 る 飯 盛 城

Ii m ori C astl e is o n e of t h e l ar g est m o u nt ai n c astl es i n w est er n J a p a n si n c e t h e e n d of t h e S e n g o k u 

p eri o d. It is b uilt o n t h e s u m mit of Mt, w hi c h str et c h es o v er D ait o Cit y a n d S hij o n a w at e Cit y at t h e 

n ort h er n e n d of t h e I k o m a M o u nt ai ns. I n t h e S e n g o k u p eri o d, a s a m ur ai w arri or, Mi y os hi N a g a y os hi, 

f or t h e first ti m e t o o k o v er t h e l e v ers of p o w er ar o u n d t h e K y ot o ar e a, w hi c h w as t h e r uli n g c a pit al at 

t h at ti m e. Si n c e h e us e d Ii m ori C astl e as his r esi d e n c e, it b e c a m e a p oliti c al a n d c ult ur al c e nt er.

Fill e d wit h hist o r y
Ii m o ri C astl e R ui ns

T h e r e m ai ns of Ii m ori C astl e ar e w ell pr es er v e d, s u c h as t h e st o n e w alls a n d e n cl os e d c o m p o u n ds. B y 

t h e c o m pr e h e nsi v e r es e ar c h c o n d u ct e d wit h t h e ai m of d esi g n ati o n as a N ati o n al Hist ori c al sit e, it w as 

r e v e al e d t h at t his w as a w h ol e cit a d el t h at i n c or p or at e d t hr e e el e m e nts t h at i n cl u d e d t h e st o n e w alls, 

f o u n d ati o n st o n es, a n d r o ofi n g til es. R e c o g ni z e d as a v al u a bl e ar c h a e ol o gi c al sit e t h at e x e m plifi es t h e 

c astl e c o nstr u cti o n s kills of t h e S e n g o k u p eri o d, it w as d esi g n at e d as a N ati o n al Hist ori c al sit e i n 2 0 2 1.

曲 輪 を 取 り 巻 く 石  垣

２ ０ １ ７ 年 　  「 続 日 本 １ ０ ０ 名 城

尾 根 筋 を 断 ち 切 っ て 敵 を 遮 断 し た 堀 切 ・ 土 橋城 郭 の 主 要 出 入 口 だ っ た 虎 口

三 好 長 慶 の

阿 波 国 （ 現 在 の 徳 島 県 ） に 生 ま れ 、 戦 国

時 代 に 初 め て 単 独 で 首 都 京 都 を 支 配 し

た こ と か ら 、 最 初 の 天 下 人 と し て 評 価 さ

れ て い ま す 。 海  外  交 易 や キ リ シ タ ン の  保

護 を 行 う な ど 、 先 進 的 な 政 策 を 打 ち 出 し

ま し た 。

三 好 長 慶 像 （ 大 徳 寺 ・ 聚 光 院 蔵 ）

飯 盛 城 想 像 鳥 瞰 図
（ 作 画 ： 山 本 ゾ ン ビ ／ 大 東 市 、 四 條 畷 市 、 摂 河 泉 地 域 文 化 研 究 所 ）

２ ０ ２ １ 年 秋 　  「 国 史 跡 」  に 指 定

連 歌 の 会

織 田 信 長 に
影 響 を 与 え た 武 将

　 長 慶 は 茶 の 湯 に も 造 詣 が 深 く 、  茶人 と し て も  一  流 で し た 。  飯 盛 城 跡 の発 掘 調 査 で は 、  茶 の 湯 の 道 具 も 出 土し て い て 城 内 で 茶 会 が 催 さ れ て い たこ と が う か が え ま す 。茶 の 湯 　 天 下 人 と な っ た 三 好 長 慶 の 居 城  ・飯 盛 城 は 三 好 政 権 の 中 枢 と し て だけ で な く 多 彩 な 文 化 人 が 集 う 文 化交 流 の 場 に も な り ま し た 。  文 化 人と し て も  一  流 だ っ た 長 慶 が 特 に 好 んだ の は 連 歌 で し た 。  連 歌 は 複 数 人で 和 歌 の 上 の 句 と 下 の 句 を 交 互 に詠 み 連 ね る 詩 歌 の  一  種 で 、  室 町 時 代か ら 戦 国 時 代 に か け て 流 行 し 、  特に 戦 国 武 将 た ち に 好 ま れ ま し た 。そ の 代 表 人 物 が 長 慶 で 、  永 禄 ４  （ １５ ６ １ ）  年 に は 当 代  一  の 連 歌 師 紹 巴を は じ め  一  流 の 連 歌 師 を 城 内 に 招 いて 連 歌 会  「 飯 盛 千 句 」  を 主 催 し 、  その 翌 年 に も  「 道 明 寺 法 楽 百 韻 」  を 催し ま し た 。　 天 下 人  ・  長 慶 の も と に は キ リ スト 教 の 宣 教 師 も 政 治 的 な 庇 護 を 求め て 頻 繁 に 足 を 運 び ま し た 。  長 慶は 領 内 で の キ リ ス ト 教 布 教 を 許 した た め 、  当 時 、  ヨ ー ロ ッ パ で 制 作 され た 東 ア ジ ア の 地 図 に は 飯 盛 の 地名 が 記 さ れ ま し た 。  家 臣 の 中 か

ら

7 3名 が キ リ ス ト 教
の 洗 礼 を 受 け 、  領民 の 多 く も キ リ スト 教 に 改 宗 し 、  「 河内 キ リ シ タ ン 」  と呼 ば れ る ま で に なり ま し た 。 キ リ シ タ ン

三 好 長 慶
み よ し な が よ し
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